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背 景

➢1,000種類以上40兆個以上の細菌が腸内細菌叢を形成

➢腸内細菌叢の乱れ（dysbiosis）は生涯にわたり様々な疾患の発症に関与

➢腸内細菌が産生する短鎖脂肪酸は免疫調整に重要な役割

➢アレルギー患者において、抑制性の免疫調整機能を有する制御性T細胞

(regulatory T cell: Treg) が末梢血で減少

（Dang TD, et al. Pediatr Allergy Immunol. 2016）

➢ Tregは胸腺Tregと誘導性Tregに大別されるが、後者の誘導には腸内細菌叢

が産生する短鎖脂肪酸である酪酸が必要

(Atarashi K, et al. Science. 2011) （Furusawa Y, et al. Nature. 2013）

⇒ 仮説「腸内細菌叢に占める酪酸産生菌の減少に特徴づけられるdysbiosisが、

Tregの減少を招き、アレルギー疾患発症に関与する」

目 的

対象と方法

結 果

卵アレルギーの小児の腸内細菌叢において

酪酸産生菌が減少しているか否かを明らかにする

①対象の背景

②α多様性

③β多様性（Bray-Curtis 非類似度による主座標分析）

④腸内細菌叢の構成菌目（左：個人別、右：群別）

⑤腸内細菌叢に占める酪酸産生菌の割合 ⑥ FA群における末梢血リンパ球に占めるTreg割合

• 卵アレルギーの小児の腸内細菌叢では、酪酸産生菌の減

少に特徴づけられるdysbiosisが存在する。

• dysbiosisの是正が食物アレルギーの新たな予防法や治療

法につながる可能性がある。

結 語

FA群ではα多様性が有意に低い

FA群とHC群は
異なるクラスターを形成

⇓
FA群とHC群の

腸内細菌叢が異なる

類似した腸内細菌叢を
近くにプロットする分析方法

FA群ではLactobacillales目の割合が低くEnterobacteriales目の割合が高い

FA群において腸内細菌叢に占める
酪酸産生菌の割合が有意に低い

FA群の末梢血リンパ球に占めるTreg割合は
既報の小児基準値よりも低い傾向

Dysbiosisによるアレルギー疾患発症仮説

腸内細菌叢に影響を与える様々な因子によって酪酸産生菌の減少に特徴づけられるdysbiosisを来た
すと、腸管内の酪酸が減少し、腸管でのTregの分化・誘導が抑制される。そのため、末梢血中の
Tregが減少し、過剰な免疫応答を抑制できずアレルギー疾患を発症する。


